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タイトル：地域におけるエビデンスベースの持続可能な観光の推進ー

「INSTO(持続可能な観光地域経営推進国際ネットワーク)」の役割 



「持続可能な消費と生産(SCP: Sustainable Consumption and Production)」 

パターンの観光政策への統合に関するベースラインレポート（2019年発表）について 

 

・調査内容：SDGs 12の「持続可能な消費と生産(SCP)」を以下の 5分野に落とし込み、各

国の観光政策にどの程度、言及・実施されているかを調査 

 

●「持続可能な消費と生産(SCP)」の 5つの分野 

 

 
 

  

資源効率性 

① 生物多様性の 

 保護 

保護 

③温室効果ガスの 

排出削減 

⑤廃棄物の削減 

 

④効果的な利水 

②効果的な 

エネルギーの利用 



 

 

 

調査対象 

 

 

 

 

「持続可能な消費と生産(SCP)」パターンの観光政策への統合に関する 

ベースラインレポートの入手方法について 

フルバージョ
ン（英語） 要旨（日本語） 

UNWTO 加盟国 世界 101 か国を調査 



調査結果 

 
 

 

 

すべての国・地域で、観光政策の目標として持続可能性について言及している。 

 

55％の国・地域が観光政策において持続可能性について詳細に言及している。 

67%の国・地域が資源の効率性に言及している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64％の国・地域が観光競争力と持続可能性を関連付けている。 

政策において観光を重視している国ほど、持続可能性に対し強いコミットメント

を示している。 



 

 

 

 

 

① 生物多様性の保護と持続可能な土地利用 

② 効果的なエネルギーの利用 

③ 廃棄物の削減 

④ 効果的な利水 

⑤ 温室効果ガスの排出削減 

 

 

 

 

観光政策における「持続可能な消費と生産(SCP)」の 5 つの分野に関する 

言及と政策手段について 

①  

② ③ ④ 

⑤ 

各国の「持続可能な消費と生産(SCP)」の 5 つの分野に関する政策手段について 

自主的取組 

①  

規制的手法 

 

経済的手法 

 

「持続可能な消費と生産(SCP)」の 

5 つの分野 

 

政策手段 

 



 

 

 

 

① 生物多様性の保護と持続可能な土地利用 

② 効果的なエネルギーの利用 

③ 温室効果ガスの排出削減 

④ 廃棄物の削減 

⑤ 効果的な利水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

各国の「持続可能な消費と生産(SCP)」の 5 つの分野に関する政策手段について 

①  

③ ④ ⑤ 

 

 

 

 

自主的取組 

規制的手法 

経済的手法 



 

 

 

 

① モニタリング手段 

② 実施報告の一般公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

観光政策におけるモニタリングの重要性に対する言及及びその実施報告 

 全体 

環境 

② 



まとめ 

 

 

 

 

 

 

政策実践のための戦略的アプローチ 

・分野を超えてすべての関係者が同じ目標に向かって取り組むこ

とができるように、SDGs を共通の枠組として活用する 

・「持続可能な消費と生産(SCP)」の目標達成に向けた政策手段の

概要を提示 

・革新的なアプローチの採用（例：循環型経済） 

・地理空間データの活用 

・影響を定期的かつ適時にモニタリングすることを重視 


